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１ 事業概要 

 (1)事業名  

陸奥湾における「まちなか」「リゾート地」「漁村」の里海づくりモデル事業 

   

(2)事業目的 

①【まちなかの里海モデル事業（青森市あおもり駅前ビーチ）】 

2021 年青森県は「人々の身近に海とふれあえる自然豊かな空間を形成する」こと

を目的に，あおもり駅前ビーチを造成した。NPO法人あおもりみなとクラブ及び志田

内海株式会社はビーチの利活用者として，継続的なアマモ場の保全活動や清掃活動

を行い，市街地と里海が連携した特別な空間「人と水生生物が共存する居心地の良

い空間」を維持している。その取組を継続的に活動するため，J ブルークレジット

を活用している。 

青森駅には，令和 6 年の春から夏にかけて商業施設・ウエルネスホテル・美術館

が開業しており，令和 7 年の春には，あおもり駅前ビーチの隣接地に宿泊施設，サ

ウナ，地域の産物を提供する飲食店などが整備される予定である。そのため，あお

もり駅周辺は更なる賑わいの創出が予想される。駅前ビーチを，まちなかの里海と

して「自然共生サイト」への登録を図ることで知名度を上げ，訪問者へビーチのア

マモ場づくりや清掃活動への参加を促すことで，さらなる賑わいが見込まれる。宿

泊や飲食店等で得られた収益は，ビーチの管理費に費やし，好循環を生むための事

業を実施する。 

 

②【リゾート地の里海づくりモデル事業（青森県青森市浅虫】 

本モデル事業は，浅虫温泉地域の経済的再生，藻場づくりによる生物多様性の創

出と特産品の確保，CO2 吸収の促進を核に，観光地から里海としてのリゾート地を再

定義する取り組みである。時代の流れにより観光産業が衰退，地域の労働人口の減

少，高齢化が進んでいるため，里海づくりを通じて水産資源の回復，特産品の維持

が必要である。浅虫沿岸部の磯焼けを防ぐため，キタムラサキウニを駆除する一方

で，浅虫の地ビール製造工場で発生する大麦麦芽酒粕を駆除したウニの餌として利

活用し，陸上養殖試験を行う。この取組は，地域資源を活用した新たな里海(地域特

産)づくりの方向を示す。また，自然共生サイトへの登録により，持続可能な漁業の

実現や，地域住民の協力のもとで，浅虫の自然を生かしたエコツーリズムの構築，

藻場保全エコツアーなどを実現し，地域住民の意識の向上，地域の結束力を強化す

る。これらの取り組みは，環境と観光産業の持続可能な発展を模索する他の沿岸地

域にとってのモデルケースとして提供することを目的とする。 

 

 ③【漁村の里海づくりモデル事業（青森県東津軽郡蓬田村)】  

魚介類の資源回復と漁村の脱炭素化対策のため，漁業者によるアマモ場づくりのモ

デルを構築し，持続可能なアマモ場づくり活動の実現のため，Jブルークレジットの認
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証を受け，活動モデルの構築に取り組む。また，自然共生サイトに登録することで，

漁獲された魚類，ホタテ及びナマコのブランド化を図る。 

 

(2) 事業内容 

   実施した事業は下記のとおり 

 

① 【陸奥湾里海づくり協議会の設立】 

 

②【まちなかの里海モデル事業（青森市あおもり駅前ビーチ）】 

1.あおもり駅前ビーチにおける生物調査 

2.あおもり駅前ビーチにおけるスゲアマモ移植及び播種事業 

3.自然共生サイトへの登録申請 

③【リゾート地の里海づくりモデル事業（青森県青森市浅虫】 

1.藻場・干潟等の保全・再生・創出に資する活動 

2.キタムラサキウニの陸上養殖試験  

④【漁村の里海づくりモデル事業（青森県東津軽郡蓬田村)】 

1.スゲアマモ花枝採取 

2.蓬田村沿岸部におけるアマモ場保全海域（自然共生サイト申請候補地）のアマモ

場生物調査 

3.蓬田村海域におけるスゲアマモ播種 

4.Jブルークレジット申請支援 

 

 (3) 発注機関 

   公益財団法人国際エメックスセンター 

 

 (4) 請負者（実施団体） 

   特定非営利活動法人あおもりみなとクラブ 

 

 (5) 事業実施期間 

   令和 6年 5月 8日（契約日）から令和 7年 2月 14日まで 
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２ 令和 6 年度モデル事業の取組内容及び成果 

 ①【陸奥湾里海づくり協議会の設立】 

  1.目的 

陸奥湾（あおもり駅前ビーチ，青森市浅虫，蓬田村）において藻場造成，生物多

様性の創出手法や調査，自然共生サイト登録を検討するために協議会を設立する。 

 

  2.実施状況 

令和 6年度第 1回陸奥湾里海づくり協議会の開

催（図１） 

日時：令和 6年 6月 27日（木）15:30-17:00 

場所：青函連絡船メモリアルシップ八甲田丸 

（青森市柳川１丁目１１２−１５ 地先） 

 

   

 

3.連携組織について 

   以下の体制にて，当該事業を履行した（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 協議会の様子 

図 2 陸奥湾里海づくり協議会体制図  
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②【まちなかの里海モデル事業（青森市あおもり駅前ビーチ）】 

 

1.目的 

アマモ場保全及び生態系の保存の取組を行い，あおもり駅前ビーチ（図3）をまち

なかの里海として「自然共生サイト」への登録を図り知名度を上げ，訪問者へビー

チのアマモ場づくりや清掃活動への参加を促すことで，さらなる賑わいを創出する。

周辺の宿泊施設や飲食店等で得られた収益は，ビーチの管理費に費やし，好循環を

生む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.事業計画 

令和 6 年度，あおもり駅前ビーチにおける自然共生サイトの申請及び J ブルークレ

ジットの認証を継続するため，ビーチ内の生物調査及びアマモの花枝採取，種子保管，

播種及びビーチ内に生息しているアマモの CO2吸収量把握のための乾燥重量及びアマモ

場面積測定を行う事業計画を掲げた（表 1）。しかし，2024 年の 6 月にビーチ内のア

マモ場を確認したところ，2023 年のアマモ場に比べ概ね消失してしまったため，実行

することはできなかった（図4）。アマモ場消失の原因は，高水温と考えられた。しか

し，スゲアマモの栄養株は生き残っていたため，アマモよりスゲアマモの方が高水温

に適応すると考えられ，2024 年 7 月にスゲアマモの移植を試みた。よって，当初の計

画から変更が生じた。事業の実施工程について表 2に示した。 

 

 

 

図 3 あおもり駅前ビーチ位置図  
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図 4 あおもり駅前ビーチアマモ場消失の様子 

表１ まちなかの里海づくりモデル事業当初のスケジュール 

表 2 まちなかの里海づくりモデル事業実施工程 
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3.事業報告 

   

3.1 あおもり駅前ビーチおける生物調査 

3.1.1 目的 

あおもり駅前ビーチは，開園されてから約 3年で水面からでも魚類が確認されるよう

になった。そこで，砂浜，干潟整備及びアマモ場の創出に伴う生物多様性の保全効果を

確かめるため，生息する水産動物の調査を行った。確認された水産動物については，令

和 6年度の「自然共生サイト」申請書の資料として扱う。 

 

3.1.2 調査方法 

水産動物の確認は，HOGA社製環境調査用定置網（図 5）を用いて行った。あおもり駅

前ビーチ海域内のスゲアマモが繁茂しているエリアを実験区，繁殖していないエリアを

対照区とし，定置網を各々１基設置した（図 6）。24時間で定置網に入網した生物を観

察し，観察後はリリースした。なお，水産動物の種類判別には浅虫水族館の協力を得

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 使用した定置網の様子

図 6 実験区及び対象区の位置 
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3.1.3調査日 

2024年 5月 31日-6月 1日，7月 9日-10日，8月 26日-27日，9月 29日-30日，10

月 22日-23日。対照区の定置網損傷のため，12月 24日-25日は実験区のみ。 

 

3.1.4取組状況 

 取り組みの状況を図 7に示した。 

 

 

3.1.5調査結果 

 

・2024年 5月 31日-6月 1日の調査では水産動物が確認されなかった。 

・2024年 7月 9日-10日の調査で確認された水産動物を表 3に示した。 

 

図 6 実験区及び対照区の場所について 

表 3 2024年 7月 9日-10 日の調査で確認された水産動物 

図 7 定置網調査の様子 
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・2024年 8月 26日-27日の調査で確認された水産動物を表 4に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

表 4 2024年 8月 26 日-27 日の調査で確認された水産動物 
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・2024年 9月 29日-30日の調査で確認された水産動物を表 5に示した。 

 

 

 

・2024年 10月 22日-23日の調査で確認された水産動物を表 6に示した。 

 

 

表 5 2024年 9月 29 日-30 日の調査で確認された水産動物 

表 6 2024年 10 月 22日-23 日の調査で確認された水産動物 
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・2024年 12月 24日-25日の調査で確認された水産動物を表 7に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本調査の結果から，マコガレイ，スズキ，エゾメバル，シロメバル，クロソイ，マ

イワシ，ウミタナゴ，オキタナゴ，アオタナゴ，クジメ，メジナ，アカカマス，カワ

ハギ，ウマヅラハギ，アミメハギ，クサフグ，ヒガンフグ，ダイナンギンポ，ハナジ

ロガジ，サビハゼ，ヨウジウオ，トゲクリガニ，ガザミ，イシガニ，スジエビ，アオ

表 7 2024年 12 月 24日-25 日の調査で確認された水産動物 
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リイカの 26種類の水産動物が確認された。確認された水産動物の写真は Appendixに

示した。 

 

3.2 あおもり駅前ビーチにおけるスゲアマモ移植事業 

3.2.1目的 

 消失したあおもり駅前ビーチのアマモ場を回復させるため，アマモよりも高水温に適

応すると考えられるスゲアマモの栄養株の移植及び種子の播種を行う。 

 

3.2.2方法 

（１）栄養株の移植 

 スゲアマモの栄養株は，平内町浜子海水浴場（青森県東津軽郡平内町浜子）から採取

した（図 8）。あおもり駅前ビーチのウッドデッキから 5m離れた水深 70cm-100cmの海

底に，スクーバ式潜水で 5cm程度の穴を 1m間隔で掘り，栄養株を各々1株入れて砂で埋

め戻した。それを 66ヶ所設けた（図 9，10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 平内町浜子海水浴場の位置図 

図 9 スゲアマモの栄養株移植範囲 図 10 スゲアマモ栄養株移植配置 
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（２）種子播種 

 スゲアマモの種子は，2024 年 7 月に野辺地町十符ヶ浦海

水浴場から採取した花枝から選別したものを用意した（図

11）。今回の播種は 2つの方式で行った。 

 

 

 

 

 

 

 

①  不織布ネット方式：旭化成社製のベンリーゼ不織布ネットに砂とスゲアマモ種子

50 粒を入れたものを 7 袋用意し（図 12），スクーバ式潜水で水深 1m の海底に 5cm

程度穴を掘り，ネットを入れて砂で埋め戻した。 

②  シリンジ方式：テルモ社製シリンジにスゲアマモ種子を 50 粒入れたものを 7 個用

意し（図13），スクーバ式潜水で水深1mの海底に5cm差し込み，種子を注入した。 

なお，播種した場所は目印として各々60cm四方を白いロープで囲んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.3移植及び播種日 

 移植：2024年 7月 3日 

図 11 播種に用いたスゲアマモ

の種子の様子 

図 13 シリンジ方式の様子 

図 12 不織布ネット方式の様子 
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  播種：2024年 12月 25日 

 

3.2.4移植の取組状況 

採取作業中，採取したスゲアマモの様子，移植作業中の様子を図 14に示した。 

 

 

3.2.4.1移植後の様子 

 移植直後の様子を図 15に,移植から 30日後の様子を図 16に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.5 播種の取組状況 

播種作業中の様子を図 17に示した。 

図 14スゲアマモの栄養株採取，採取したスゲアマモ栄養株，移植作業中の様子 

図 15 スゲアマモ栄養株移植直後の様子 

図 16 スゲアマモ栄養株移植から 30日後の様子 
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3.2.5.1播種後の様子 

播種直後の様子を図 18に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 自然共生サイトへの登録申請 

  本事業で取組んだ生物調査の結果を基に，サイト名「あおもり駅前ビーチで里海づく

り」として自然共生サイト申請書を作成し，2024年 9月 25日に環境省に提出した。 

 

4 今後の課題,取組方針 

【消失したアマモ場の回復】 

あおもり駅前ビーチの 275m2のアマモ場の大部分が，2023年 9月-2024年 5月までに消

失してしまったため，Jブルークレジットの継続認証を得られなかった。消失の原因は夏

の高水温と考えられた。一方，スゲアマモは生き残っており，アマモよりスゲアマモの

方が高水温に適応すると考えられた。そこで，本モデル事業では消失したアマモ場を回

復するため，スゲアマモの栄養株及び種子の播種を行なった。アマモ場保全に伴う里海

づくりを継続していくためには，Jブルークレジットの認証で得られる資金は重要である。

今後，移植したスゲアマモの栄養株移植及び播種の経過観察をするとともに， J ブルー

シリンジ方式 不織布ネット方式 

図 17 播種作業中の様子 

図 18 播種地直後の様子 
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クレジットの認証の要件を満たすまで，スゲアマモの保全・造成活動に取り組んでいく。

しかし，青森市内には豊富なスゲアマモ場は少ないため，近隣の広大なスゲアマモ場を

有する平内町，野辺地町から栄養株及び花枝を採取した。今後も連携を図り，取り組ん

でいきたい。また，スゲアマモの移植活動において，県内外の企業やあおもり駅にある

ホテルなどが関心を示しており，多様な主体と連携をして，あおもり駅前ビーチの里海

づくりを促進していく。 

 

【漂着物の利用】 

あおもり駅前ビーチの里海づくりや清掃活動を通じて，

6-8 月頃にかけて，アナアオサ及びアマモが多く漂着するこ

とが分かった。これらはすぐに回収し処分しないと異臭が

漂うため，訪れる人にとっては邪魔なものである。アオサ

類はウニに対する餌料価値があり 1)，アマモもウニが食して

いる行為を確認したことがある（図 19）。そこで，あおも

り駅前ビーチに漂着するアナアオサ及びアマモを，地域資

源である餌として活用し，磯焼け対策で駆除したウニや身

入りの少ないウニをビーチ内で給餌，飼育し，ビーチで販

売する好循環を生みたい。 

 

【自然共生サイトへの申請】 

本事業を通して，生物調査及び伴走支援者のお陰で目標の一つであった自然共生サ

イトへ申請できた。しかし，「自然共生サイト」及び「30by30」の認知度は低いと考

えられる。そこで，あおもり駅前ビーチの訪問者へ，自然共生サイトや 30by30 など，

豊かな自然の保護を次世代につなげていくことの重要性を PR していきたい。自然共生

サイトに登録された際には，あおもり駅前ビーチをまちなかの里海のモデルとして発

進し，更なる賑わいを創出していきながら，このビーチの自然環境を守っていきたい。 

 

参考文献 

1) 名畑進一，海藻アオサ類の分類と利用 北水試だより，69，1-6，2005 

③【リゾート地の里海づくりモデル事業（青森県青森市浅虫】 

1.目的 

青森市浅虫地区（図 20）の温泉街において里海づくりを通じた水産資源の回復，特

産品の維持，そして，温泉街の宿と連携し，訪問者に対応した里海づくりの体験型サ

ービスを提供することで，浅虫を活性化させる。 

自然共生サイトへの登録により，持続可能な漁業の実現や地域の自然を生かした地

域住民と訪問者が共に享受するエコツーリズムの構築，藻場保全エコツアーなどを実

現することにより，地域住民の意識の向上，地域の結束力を強化する。 

図 19 ウニがアマモを食べている様子 
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これらの取り組みにより，環境と観光産業の持続可能な発展を模索する他の沿岸地

域にとって，モデルケースを提供することを目的としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.事業計画 

青森市浅虫沿岸部において，藻場・干潟等の保全・再生・創出に資する活動として，

アマモ場，海藻藻場及び生物調査を行い，地元漁業者と協議しアマモ場及びホンダワ

ラ類藻場を造成するエリアを決めた。播種を試みる他，磯焼け対策としてウニの駆除

を利用した陸上養殖の検討をする予定であった（表8）。しかし，ホンダワラ類の過度

な造成はウニ，アワビなどの採介藻漁業にとって支障をきたす可能性があるため，本

年度は行わないこととし，アマモ場の造成に特化した。よって，当初の計画から変更

が生じた。事業の実施工程について表 9に示した。 

 

 

 

図 20 青森市浅虫地区 

表 8 リゾート地の里海づくりモデル事業当初のスケジュール
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3.事業報告 

   

3.1 藻場・干潟等の保全・再生・創出に資する活動①（アマモ場，海藻藻場の保全海

域の検討） 

3.1.1 目的 

 青森市浅虫沿岸部の湯ノ島周辺及び裸島からサンセットビーチあさむしにかけて

里海づくりを行う。Jブルークレジットの認証及び自然共生サイトの申請に向け，

現状のアマモ場，海藻藻場及び生息する水産動物において調査し，アマモ場，海藻

藻場の保全海域を検討する。 

 

 

 

3.1.2 調査方法 

表 9 リゾート地里の里海づくりモデル事業実施工程 
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・ドローン調査（調査日：2024年 5月 16日） 

サンセットビーチあさむしからドローン（DJI製の 

Phantom 4 Pro V2.0）を飛行させ，湯ノ島周辺及びサン

セットビーチあさむし周辺，サンセットビーチあさむし

北部から裸島までの沿岸部上空から撮影し（図 21），撮

影画像から調査ポイントを整理した。 

・潜水調査（調査日：2024年 7月 5日，16日） 

ドローン調査で得た調査ポイントにスクーバ式潜水（2

名）で 2m×2mの枠取りをし，枠中のアマモ，海藻の生育

被度及び水産動物について写真撮影及びスケッチ調査を

行った（図 22）。 

・スノーケリング調査（調査日 2024年 8月 1日） 

プラスチックケースに収納した GPS(Germin GPSMAP 67)をヘル

メットに装着した 1名のスキンダイバーが，サンセットビーチあ

さむし北部から裸島までの沿岸部の底質及び水生生物を観察し，

アマモ場，海藻藻場保全区域の検討を行った（図 23）。 

 

3.1.3 結果 

3.1.3.1 ドローン調査 

 湯ノ島周辺及びサンセットビーチあさむし周辺のドローン画像解析結果を図 24に示

した。湯ノ島周辺の浅場は茶色くなっており，ホンダワラ類が生息していると考えら

れる。また，ビーチの間口周辺から砂浜にかけても茶色くなっており，ホンダワラ類

またはアマモが生息していると考えられる。その他，所々黒い影が見られるが，判明

出来ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湯ノ島 ビーチ 

図 21 ドローン調査の様子 

図 22  潜水調査の様子 

図 24 湯ノ島周辺及びサンセットビーチあさむし周辺のドローン画像

解析結果 

図 23 スノーケリング調査の様子 
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サンセットビーチあさむし北部から裸島のドローン画像解析結果を図 25に示した。

沿岸部の浅場が茶色くなっており，ホンダワラ類が生息していると考えられる。その

他，所々黒い影が見られるが，判明出来ない。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この結果から，調査ポイントを図 26に，座標を表 10にまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裸島 

ビーチ北部 

図 25 サンセットビーチあさむし北部から裸島のドローン画像解析結果 

図 26湯ノ島周辺と裸島周辺の調査ポイント 

表 10 調査ポイントの座標 
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3.1.3.2 潜水調査 

調査地点湯ノ島 1-3における枠とり写真及びスケッチを図 27-32に示した。 

・調査地点湯ノ島 1 からは，28 個体のキタムラサキウニが確認され，海藻は確認されなか

った。 

・調査地点湯ノ島 2 からは，27 個体のキタムラサキウニ，3 個体のイトマキヒトデが確認

され，海藻は確認されなかった。 

・調査地点湯ノ島 3 からは，22 個体のキタムラサキウニ，7 個体のイトマキヒトデが確認

され，14株の紅藻類が確認された。 

・調査地点湯ノ島 1-3 では，1m2あたり 6.4 個体のキタムラサキウニが確認され，海藻の生

息も僅かなことから，ウニによる磯焼けとみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 27 調査地点 1の様子 図 29 調査地点 3の様子 図 28 調査地点 2の様子 

図 30 調査地点 1のスケッチ 図 31 調査地点 2のスケッチ 図 32 調査地点 3のスケッチ 



 24 

調査地点浅虫ビーチ 1-3における枠とり写真及びスケッチを図 33-38に示した。 

・ 調査地点浅虫ビーチ 1からは 0.357m2のスゲアマモ場が確認され，水産動物は見られな

かった。 

・調査地点浅虫ビーチ 2 からは 0.120m2のスゲアマモ場及び 0.039m2アマモ場が確認され，

水産動物は確認されなかった。 

・調査地点浅虫ビーチ 3 からは 0.354m2のスゲアマモ場及び 0.039m2アマモ場が確認され，

水産動物は確認されなかった。 

・調査地点浅虫ビーチ 1-3 の生育被度は，スゲアマモ場及びアマモ場が各々0.831m2（生育

被度 6.9%）及び 0.078m2（生育被度 0.6%）と確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

スゲアマモ場の面積：0.357 ㎡ 
スゲアマモ場の面積：0.120 ㎡ 

アマモ場の面積：0.039 ㎡ 
スゲアマモ場の面積：0.354 ㎡  

アマモ場の面積：0.039 ㎡ 

図 33 調査地点 1の様子 図 35 調査地点 3の様子 図 34 調査地点 2の様子 

図 36 調査地点 1のスケッチ 図 37 調査地点 2のスケッチ 図 38 調査地点 3のスケッチ 
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調査地点裸島 1-6における枠とり写真及びスケッチを図 39-50に示した。 

・調査地点裸島 1からは，スゲアマモ場及びアマモ場が各々0.452m2（生育被度 11%）及び

0.281m2（生育被度 7%）が確認され，水産動物は見られなかった。 

・調査地点裸島 2からは，27個体のキタムラサキウニが確認され，海藻は見られなかっ

た。 

・調査地点裸島 3からは，25個体のキタムラサキウニが確認され，海藻は見られなかっ

た。 

・調査地点裸島 4からは，44個体のキタムラサキウニが確認され，海藻は見られなかっ

た。 

・調査地点裸島 5からは，25個体のキタムラサキウニが確認され，海藻は見られなかっ

た。 

・調査地点裸島 6からは，35個体のキタムラサキウニ，6個体のエゾアワビが確認され，

海藻は見られなかった。 

・調査地点裸島 2-6から，1m2あたり 6.6個体のキタムラサキウニが確認され，海藻も生息

してないことから，ウニによる磯焼けとみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 39 調査地点 1の様子 図 41 調査地点 3の様子 図 40 調査地点 2の様子 

図 42 調査地点 4の様子 図 44 調査地点 6の様子 図 43 調査地点 5の様子 



 26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スゲアマモ場の面積：0.452 ㎡ 

アマモ場の面積：0.281 ㎡ 

図 45 調査地点 1のスケッチ 図 46 調査地点 2のスケッチ 図 47 調査地点 3のスケッチ 

図 48 調査地点 4のスケッチ 図 49 調査地点 5のスケッチ 図 50 調査地点 6のスケッチ 
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3.1.3.3 スノーケリング調査① 

調査経路及び写真撮影地点について図 51及び図 52に示した。 

 

写真撮影調査地点①-⑱の様子を図 53-70に示し，底質及び確認された水生生物につ

いては，表 11に示した。 

写真撮影地調査地点①-③の底質は砂場でアマモを確認した。以後④-⑥周辺の底質

は岩場，砂利場，⑦-⑩の底質は岩場，砂利場，砂場になっており，⑧-⑩ではスゲア

マモ及びホンダワラ類も確認された。⑪，⑫の底質は砂利場となっており，船揚げ場

内ではアマモ場も確認された。⑬-⑯の底質は岩礁となっており，ホンダワラ類，紅藻

類，魚類も多く確認された。そして，⑰の底質は岩場，砂利場，砂場，⑱の底質は砂

利場，砂場となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③砂利場 ①砂地 ②砂地 

アマモ アマモ アマモ 

図 51 スノーケリング調査経路 図 52 スノーケリング調査観察，撮影ポイント

 

図 53 調査地点① 図 55 調査地点③ 図 54 調査地点② 
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⑯岩礁 

    

⑦岩場，砂利場，砂場 ⑧岩場，砂利場，砂場 

    
 
 

スゲアマモ 

⑨岩場，砂利，砂場 

    

ホンダワラ類 

⑩岩場，砂利，砂場 

    

スゲアマモ，ホンダワラ類 

⑪砂利場，砂場 ⑫砂利場，アマモ場 

⑬岩礁 
 

 

 

 

ホンダワラ類 

⑭岩礁 ⑮岩礁 

    

ホンダワラ類，紅藻類 

④砂利場，岩場 ⑤砂利場，岩場 
 
 
 
 
 

 
キタムラサキウニ 

⑥砂利場，岩場 
 
 
 
 
 

キタムラサキウニ キタムラサキウニ 

⑯岩礁 

    

紅藻類，ウミタナゴ 

⑰岩場，砂利場，砂場 

    

ホンダワラ類 

⑱砂利場，砂場 

ホンダワラ類 

図 56 調査地点④ 図 57 調査地点⑤ 図 58 調査地点⑥ 

図 59 調査地点⑦ 図 60 調査地点⑧ 図 61 調査地点⑨ 

図 62 調査地点⑩ 図 63 調査地点⑪ 図 64 調査地点⑫ 

図 65 調査地点⑬ 図 66 調査地点⑭ 図 67 調査地点⑮ 

図 68 調査地点⑯ 図 69 調査地点⑰

 

図 70 調査地点⑱ 
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3.1.3.4 アマモ場，海藻藻場の保全海域の検討 

  ドローン調査，潜水調査，スノーケリン

グ調査①の結果から，湯ノ島からサンセッ

トビーチ浅虫にかけて，キタムラサキウニ

による磯焼けが見られた。対策として，キ

タムラサキウニの駆除及びホンダワラ類の

母藻の設置による藻場回復を考えたが，こ

の海域では刺し網操業及び採介藻漁業を行

っているため，海藻が船のプロペラの邪魔

になるなど，漁業に支障をきたすためとい

う声が漁業者から上がった。そのため，保

全海域としなかった。一方，ビーチ北部か

ら裸島における砂地及び砂利場にはアマモ

場，砂地，砂利場，岩場，岩礁に海藻藻場

が確認された。この海域の岩場，岩礁でも

採介藻漁業を行っており，漁業に支障をき

たす可能性があるため，保全海域としなか

った。しかし，砂地及び砂利場では操業を

行なっていないため，砂地及び砂利場にお

いて，アマモ場の保全海域とした（図 71）。 

 

アマモ場保全海域 

東北大学大学院生命科学研究科附属 
浅虫海洋生物学研究センター 裸島 

八大龍神宮 

表 11調査地点①-⑱の底質及び確認された水生生物 

図 71 アマモ場の保全海域 
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3.2 藻場・干潟等の保全・再生・創出に資する活動②（スゲアマモの播種） 

3.2.1目的 

3.1.3.4で検討したアマモ場保全海域に，アマモ場を造成させるためにスゲアマモ

の種子を播種する。 

   

3.2.2 方法 

 スゲアマモの種子は，2024 年 7 月に野辺地町十符ヶ浦海水浴場から採取した花枝か

ら選別したものを用意した。環境にやさしい紙粘土を縦：5cm，横：3cm，高さ：2cm程

度に切り分け，種子を 50 粒入れてから，団子状にしたものを 50 個用意し，図 72 に示

した播種範囲内に船外機船上から投げ入れた。 

 この方法を採用したのは，漁業者や観光客が手軽にアマモ場の保全活動に参加でき

るようにするためである。また，この手法は，あおもり駅前ビーチにおいて発芽を確

認している（図 73）。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙粘土 

紙粘土 

発芽体 

発芽体 

図 72 スゲアマモ播種範囲 

図 73 投げ入れたスゲアマモ種子団子の発芽した様子 
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3.2.3 取組状況 

   取組の状況を図 74に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 キタムラサキウニの陸上養殖試験 

3.3.1 目的 

浅虫の地ビール製造過程で発生する大麦麦芽酒粕を餌料に加工し，浅虫地先の磯焼け

対策から採取したキタムラサキウニへ給餌・飼育することで，リゾート地での磯焼け回

復とともに新たな観光資源創出のモデルづくりを検討する（図 75）。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3.2 方法 

3.3.2.1 餌料の調整 

2024 年 6 月 5 日に青森市浅虫にあるクラフトビールメーカーである蛍火醸造から，糖

液を作るために煮出した大麦麦芽の搾り粕(以下，「ビール粕」) を約 15kg 入手し，-

18℃下で冷凍保存し，キタムラサキウニ餌料の原料とした。6月 9日に原料を自然解凍後

に送風乾燥機(ヤマト科学 送風定温恒温器 DNF910)中で 150℃24 時間乾燥し，さらに，

図 75 キタムラサキウニ養殖による里海モデル構想 

 

図 74 取り組みの様子 
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生ゴミ処理機 (NAGUALEP, NA-2)とミキサー(山善、 MJA-G100)を用いて粉砕し，乾燥粉

末を得た（図 76）。原料の含水率は，乾燥粉末との重量比から 80%と計算された。表 12

に組成を示す原料ビール粕を 25%(w/v)含む餌料 C，乾燥粉末ビール粕を 2％, 5%, 10％

(w/v)含む各々餌料 A，B，D にそれぞれ 1.5%(w/v)の粉末寒天(富士フイルム和光純薬)と

海水を加え，電子レンジで加熱溶解後に中シャーレに分注した。寒天の固化後にシャー

レから剥離し，給餌するまでの 1-3 日間，冷蔵庫中で保存した。なお，餌料 B は，原料

の含水量から餌料 Cと概ね同量のビール粕が含むものとした。餌料は，1枚あたり重量が

62g前後にあって，直径が 9 cm，厚さが約 1 cmあった（図 77）。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 76 原料 (A)，及び，乾燥後(B)及び乾燥粉砕後(B)のビール粕 

 

図 77 供試した餌料の外観. 記号は実験区を表す 
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3.3.2.2飼育実験 

 2024年 6月 10日に東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学研究センター

に 50L/minの汲み上げ海水をかけ流した 2トン水槽を設置し，高さ 30 cm、幅 33 cm、長

さ 49 cm の 4つのカゴ(岐阜プラスチック工業，MB-20FXⅣ)を垂下した（図 78）。6月

13日に，浅虫地先の裸島周辺にあって身入りが低いため一般にウニが漁獲されない場か

ら殻径 5-6㎝前後のキタムラサキウニを 60個体採取し，殻径と個体湿重量を測定後，40

個体については 10個体ずつカゴに収容した。残りの 10個体については個体の湿重量に

対する生殖腺湿重量の比の値から生殖腺指数を求めた。 

6月 13日に表 12に示す 4種類の餌料を 5枚ずつ各カゴのキタムラサキウニに給餌

し，それぞれ実験区 A-Dとした。4日後の 6月 17日にカゴ中の残餌を水網で掬い湿重量

を求めたのち，水槽やカゴに堆積した糞を除去し，新たに 5枚の餌料を与えた。同様の

残餌の測定と給餌を 3-4日間隔で 7月 29日まで計 13回繰り返した。なお，新たな餌料

は，摂餌状況を観察しながら 5-10枚の範囲で各実験区に与えた。給餌量に対する残餌量

の湿重量の割合から残餌率を計算した。 

6月 24日に水槽中央に自記水温計(Onset, TidBit V2)を垂下し 15分毎の水温を求め

た。 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

3.3.2.3 生殖腺の品質評価 

実験開始から 49日目に当たる 8月 1日に飼育するキタムラサキウニを取り上げた。こ

れらに加え，同日に浅虫地先水深 5mにあるウニ漁場から採取した殻径 5-6cmの 10個体

の天然のキタムラサキウニ(以下，「天然個体」)について，殻径，体重，生殖腺重量を

図 78  キタムラサキウニ飼育水槽（左）と飼育カゴに収容したキタムラサキウニ（右）

の外観 

表 12 各実験区に供試した餌料の 1枚あたりの組成 
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測定するとともに，生殖腺について，小型分光測色計(Variable, Spectro1)を用いて

CIE L*a*b*色空間を測定し，次式から彩度 C*と色相角度 h を求めた。 

 

 C*=√((a*)2+(b*)2) 

h=tan-1(b*/a*) [degree] 

 

 

餌料の差異が生殖腺の呈味に及ぼすおよその傾向を把握するため，Inoue(2002)を参考

に少量の生殖腺について甘味，旨味，苦味，風味の 4項目を，「全く感じない」，「少

し感じる」「感じる」，「強く感じる」の 4段階の程度のカテゴリーに分け簡易な呈味

テストを行った。被験者は 30代，40代，60代それぞれ 1名，50代 2名の男性，及び，

30代，50代，60代のそれぞれ 1名の女性の合計 8名とした。各段階に 0〜4点を配点

し，項目や被験者ごとに評価点と平均値からレーダーチャートを作成した。 

生殖腺の呈味成分を比較するため，各実験区から色彩やサイズが標準的な 1個体分の

生殖腺を選び，その 1gから抽出液を得て，0.02N塩酸で 4倍希釈後に高速アミノ酸分析

計(日立ハイテクサイエンス，L-8900)を用いて生殖腺中の 38種類の遊離アミノ酸量を測

定した。 

 

3.3.3 結果 

3.3.3.1 水温 

実験水槽の水温変化を図 79に示した。飼育実験開始時の 6月 24日正午の水温は，

19.9℃であった。水温は， 6月中に概ね 20-22℃の範囲にあったが，7月以降上昇し 7

月 4日には 24.4℃に達した。その後，7月 6日は 20℃台に低下したものの，再び上昇し

7月 22日に 26.4℃で実験を通じて最高値を示した。こののち，7月末まで低下し，実験

終了時である 8月 1日には 23.2℃を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 79 6月 24日から 8月 1日までのキタムラサキウニ飼育水槽の水温変化 
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3.3.3.2 斃死と残餌率 

 実験開始 4日後の 6月 17日に実験区 C及び Dのそれぞれ 1個体に棘の脱落が認められ

たため，飼育カゴから除去した。これを除く個体には飼育を通じて棘の脱落や斃死は見

られず，比較的活発な摂餌行動が観察された。 

各実験区の残餌率を図 80に示した。キタムラサキウニに与えた餌料の総重量は実験区

A-Cが 6.7kg，実験区 Dが 6.5kgであった。一方，飼育を通じて回収された残餌の総重量

は実験区 A-Dで各々1180g，917g，500g，2642gであった。それぞれの給餌時に回収した

残餌量から計算された残餌率の平均は実験区 A-Dで，各々17.6％(SD13.2)，15.3％

(SD11.8)，8.8％(SD11.2)，42.7％(SD16.6)であった。したがって，残餌は，乾燥粉末処

理していないビール粕原料を 25％(w/v)の割合で配合した餌料を与えた実験区 Cで最も

低く，よく摂餌した。これに対して，乾燥粉末を高濃度で含む餌料を与えた実験区 Dで

は残餌が多かった。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

3.3.3.3 殻径，体重，生殖腺指数(身入り） 

育実験開始時に測定した 10個体のキタムラサキウニとその生殖腺の外観を図 81に示

した。それらの殻径，体重 生殖腺重量の平均値は，各々59.2mm(SD 5.6)，93.2 g(SD 

26.2)，6.63 g(SD 1.8)であった。身入りを表す生殖腺指は，7.5%(SD2.5)と計算され

た。 

実験終了時の 8月 1日に測定した各実験区のキタムラサキウニとその生殖腺の外観を

図 82に示した。実験区 A-Dのキタムラサキウニの殻径，体重の平均値は， 57.8mm(SD 

5.4)-61.7 mm(SD 4.9)，86.2 g(SD 21.0)- 106.0 g(SD 21.8)の範囲にあった。生殖腺重

量の平均値は，実験区 A-Dで各々7.7 g(SD 2.5)，12.8 g(SD 3.0)，18.5 g(SD 3.8)，

14.4 g(SD 4.4)であった。これから生殖腺指数の平均値は，各実験区で各々9.2 ％(SD 

2.8)，14.5％(SD 3.4)，17.6％(SD 3.8)，15.7 g(SD 6.5)と計算された (図 83)。身入

りは，残餌率が最も低かった実験区 Cで最大となり，次いで，餌料中の乾燥粉末したビ

ール粕濃度が高い餌料を与えた実験区 D，C，Aの順に高い値を示した。 

同日に浅虫地先から採取した天然のキタムラサキウニの生殖腺指数は平均 14.6％(SD 

4.5)であった(図 83)。したがって，ビール粕の濃度が最も低い餌料を与えた実験区 Aを

図 80 各実験区の残餌(左)及び飼育を通じた残餌率の平均値(右). 縦棒は標準偏差の範囲 
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除く各実験区のキタムラサキウニの身入りは，同じ時期に採取した天然個体と同程度か

らそれより高いとみなされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 81   飼育実験開始時に殻
径，体重を測定したキタムラサ
キウニ（上）と生殖腺（下）の
外観 

図 82 各実験区及び天然個体のキタムラサキウニ
とその生殖腺の外観 

図 83 実験区及び天然個体のキタム

ラサキウニの生殖腺指数の平均値. 

縦棒は標準偏差の範囲 
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3.3.3.4生殖腺の色彩 

生殖腺の明度(L*)の平均値は，各実験で 50.5(SD7.9)-54.2(SD3.0)の範囲にあって実

験区間で有意差(p<0.01)が認められなかった。天然個体の明度の平均値は，55.1(SD5.2)

であって各実験区に対して有意な差異が認められなかった(図 84)。 

色相角度は 0度が赤色を，90度が黄色を表すが，生殖腺の色相角度(h)の平均値は，

実験区 B, C, A, Dの順に各々63.7度(SD1.9)，64.9度(SD2.4)，64.6度(SD2.0)，62.3

度(SD2.1)で高い値，即ち，黄色味が強い値を示した。一方，天然個体のそれは 65.5度

(SD2.7)で，いずれの験区より高い値を示した(図 84)。彩度(C*)は色の鮮やかさの指標

となるが，生殖腺の彩度の平均値は，天然個体の 29.9(SD2.7)に対し，実験区 A-Dでは

各々27.8(SD1.1)，31.4(SD5.4)，27.8(SD4.4)，25.0(SD3.6)となった。色相角度と彩度

には正の関係がみられ，実験区 Cや天然個体では比較的黄色味が強く鮮やかに色彩を呈

したのに対して，実験区 Dでは赤っぽくくすんだ色を呈した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3.3.5呈味 

生殖腺について呈味試験を行った結果，実験区 A-Cの生殖腺の甘味，旨味，風味，苦

味の 4項目についての評価結果の平均値は概ね同様の値を示した。それら 3実験区の生

殖腺に比べ実験区 Dのものでは，苦味が高い値を示した。天然個体は，苦味が実験区 D

と同様の値を示した。また，各実験区のものに比べ風味，旨味について高い値を示した

が，甘味については比較的低い値を示した。なお，パネリストは，各実験区の生殖腺が

天然個体に比べ味が身の柔らかさを指摘した（図 85）。 

図 84 実験区及び天然個体のキタムラサキウニの生殖腺の明度(左)，色相角度と彩度の関係(右) 
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3.3.3.6遊離アミノ酸 

 各実験区の生殖腺の遊離アミノ酸含有量を表 13に示した。 

このうち，ウニの呈味成分に関係するメチオニン，バリン，アラニン，グリシン，グ

ルタミン酸の 5 種類の含有量を図 86 に図示した。旨味を構成する遊離アミノ酸の一つで

あるグルタミン酸の含有量は，実験区 D の生殖腺が 229.3mg/100g で実験区中最大，実験

区 C のものが 138.8 mg/100g で最小であった。甘味を呈するグリシン，アラニンは実験

区 Bの生殖腺が各々918.8 mg/100g，214.3 mg/100g で実験区中最大，グリシンは実験区

Dの 729.8 mg/100gで，アラニンは実験区 Aの 106.2 mg/100gが最小であった。苦味を呈

するバリン，メチオニンは，バリンが実験区 D の生殖腺が 257.7 で実験区中最大で，実

験区 C のものが 174.2 mg/100g で最小であった。メチオニンは，実験区 C のものが 21.2 

mg/100gで実験区中最大，実験区 Bが 15.2 mg/100gで最小であった。 

実験区 D の生殖腺は，呈味試験において苦味が高い値を示したが，全遊離アミノ酸に

占める苦味に関わる 2 種類のアミノ酸の含有割合も 18.9％と実験区中で最も高い値を示

した。また，実験区 D 及び C の生殖腺は，呈味試験において甘味が高い値を示したが，

甘味に関わる 2 種類のアミノ酸の含有割合が各々75.6％，72.5％と他の実験区に比べ高

い値を示した。 

  

 

図 85 呈味試験風景 (左)及び呈味試験の結果(右) 
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3.3.4まとめ 

 ビール醸造に供した発芽大麦を原料とする餌料を与えながら室内水槽で 6-8 月中の 49

日間キタムラサキウニを飼育した。この結果，ビール粕が5%(dry-w/v)以上含まれる餌料

を 7 週間与えた場合，天然個体の生殖腺指数(平均 14.6％)と同等かそれ以上に身入りが

進んだキタムラサキウニを収穫できることが判明した(図 83)。地ビール醸造会社は，近

隣の農業者に肥料としてビール粕を配布している。本実験結果からは，ビール粕がキタ

ムラサキウニの養殖餌料としても活用できる可能性が示された。 

粉末乾燥したビール粕を2-10%の範囲で異なる濃度で調整した餌料をキタムラサキウニ

に与えた結果，ビール粕の濃度が高い餌料ほど身入りが高い傾向を示した (図 83)。一

方，最も高い濃度の餌料を与えた実験区の残餌率は，それより低い濃度を与えたものに

比べ 2.4 倍以上高い値を示した(図 80)。粉末乾燥ビール粕が高い濃度の餌料に対して，

キタムラサキウニの摂餌活性が低下した理由は，本実験からは不明であるが，キタムラ

サキウニの餌料としてビール粕の乾燥粉末を用いる場合，残餌量と身入りからは5％程度

の濃度で配合，調整することが妥当と考えられた。 

実験区 B 及び実験区 C は，いずれも原料換算で 25%(w/v)程度のビール粕を含み，前者

は乾燥粉末したものを，後者は原料そのものを固形化し餌料に調整したものであるが，

残餌量と身入りからは前者より後者が餌料として優れるとみなされた(図 80, 83)。本飼

表 13各実験区のキタムラサキウニの

生殖腺中の遊離アミノ酸の含有量. 

図 86 ウニの呈味に影響するとされる 5種

の遊離アミノ酸の含有量 
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育実験では，保存性及び他の材料との調合の簡便性からビール粕原料を粉末乾燥した複

数の実験区を用意したが，原料の冷凍保存が可能で，かつ，他の材料を混合しない場合，

あえて原料を粉末乾燥する必要がないと言えた。 

呈味試験の結果，ビール粕の乾燥粉末の濃度が最も高い実験区 D の生殖腺が他の実験

区のものより強い苦味を呈した(図 85)。実験区 D の生殖腺は，苦味に関与するバリン，

メチオニンの含有割合が他の実験区のものより高い値を示したことから(図 86)，これら

アミノ酸の含有量が呈味に影響した可能性が考えられた。呈味試験の結果からは，実験

区 D の生殖腺の苦味が直ちに食味を損なうものとはみなされないが，高いビール粕濃度

の餌料を与える場合，苦味など収穫されたキタムラサキウニの生殖腺の呈味が変化する

可能性があると考えられた。 

呈味試験に参加したパネリストから，身の柔らかさが指摘された。本飼育実験では，

キタムラサキウニの品質について，身入り，色，呈味の 3 項目についてのみ検討した。

しかし，テクスチャーは食品の品質評価項目の重要な要素の一つであることから，同様

な実験を行う場合，測定器を用いて食感についても数値化し比較する必要があると考え

られた。なお，収穫された生殖腺をウニ丼としてパネリストに供したところ，柔らかさ

の影響を受けず食味が向上したと話した。このことから，今後，ビール粕を餌料として

キタムラサキウニを養殖する場合，提供方法についても考慮する必要があると考えられ

た。 

本実験では，比較的高水温期に生海水を掛け流しながらキタムラサキウニを給餌飼育

した。このうち 7 月 22 日から 29 日にかけての 8 日間では水温が 25℃を超えることがあ

ったが，この間もキタムラサキウニには比較的活発な摂餌行動が認められた。これから，

例年 8 月 2 日から 7 日まで開催される「ねぶた祭り」の時期にリゾート地である青森市

浅虫温泉を訪れる観光客に，海面，または，掛け流し式水槽で養殖したキタムラサキウ

ニを提供できると考えられた。 

 

4 今後の課題、取組方針 

 【藻場・干潟等の保全・再生・創出に資する活動】 

温泉街が形成されている青森市浅虫で，リゾート地の特性を活かした里海づくりのモ

デルを検討した結果，里海を維持拡大する上での課題や，今後自然共生サイトや J ブル

ークレジットの認定や認証申請に向けた取り組み方針が明らかとなった。 

リゾート地では，はじめに，浅虫沿岸の藻場の現状を把握するため，青森市が所有す

る湯ノ島や市が管理する「サンセットビーチあさむし」から裸岩・東北大学浅虫海洋生

物学教育センターにかけての地先に潜水し，藻場の状況等を観察した。この結果，湯ノ

島周辺の海底転石が卓越し，海藻草がほとんど生育せず，キタムラサキウニが生息する

典型的な磯焼けが広がっていた。一方，ビーチ周辺の砂層には濃密なアマモ，スゲアマ

モ群落が広範なアマモ場が，また，ビーチ以北では岩礁や転石が卓越し，ホンダワラ類

藻場が展開し，多様な魚貝類が蝟集し，豊かな藻場生態系が観察された。よって，この

海域を自然共生サイトの候補地とした（図 87）。 
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このホンダワラ藻場は，海岸で海鮮食堂や活貝を販売する漁業者がエゾアワビやキタ

ムラサキウニ漁場として利用していることから，漁獲による藻食性水産動物の適切な間

引きによって磯焼けになることなく維持されていると考えられ，リゾート客によるウニ

の消費もまた「里海」形成に貢献していると言えた。なお，本事業の調査では，当該藻

場に蝟集する海洋生物の種やサイズを詳細に調べることができなかった。今後，当該ホ

ンダワラ藻場を自然共生サイトへの認定を申請するためには，構成種，分布，現存量，

季節消長，蝟集する海洋生物の種，サイズ，生物量を把握するとともに，行政，漁業者，

海洋生物の研究者，市民団体，観光協会などが協働し保護・管理手法を検討するととも

に，「里海」としての位置付けについても明らかにする必要があると考えられた。 

陸奥湾では，これまで 2 地域のアマモ場が J ブルークレジットの認証申請を済ませて

いる。今後，Jブルークレジットの認証を受けられるアマモ場面積（0.04ha）以上の広さ

があるか調査する必要がある。当該アマモ場について J ブルークレジットを申請するた

めには，詳細なアマモ場の面積，単位面積あたりのアマモ類の湿重量を潜水調査などで

把握し CO2吸収量を計算するほか，ベースライン，申請者の構成や活動内容などについて

も検討する必要がある。加えて，クレジット取得後の気候変動緩和策の持続・拡大へ向

けた活動についても申請書に記載が求められるが，本事業調査で検討したアマモ種子の

播種や移植によるアマモ場づくりの手法について，リゾート客の参加を得ることで継続

的に J ブルークレジットの認証が受けられる可能性が考えられる。ついては，今後本ア

マモ場を活用したブルーツーリズムの手法についても検討すべきであると考えられた。 

 

【キタムラサキウニの陸上養殖試験】 

漁業者は，湯ノ島周辺が磯焼けの状態にあってウニの身入りが悪いことから，漁場とし

て利用しないと話す。そこで，磯焼け場のキタムラサキウニの利活用を目的に，浅虫にあ

図 87 自然共生サイト候補地 
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る製造工場から排出されたビール粕から調整した餌料を 49 日間給餌・飼育した結果，販売

水準まで身入りを高められることがわかった。この地ビールは，主にリゾート客向けに販

売されている。地ビールに併せてビール粕で飼育したウニをリゾート客に提供することで，

地域資源を活用した新たな観光資源創出が図られるとともに，リゾート客が地域特産品の

消費を通じた磯焼け回復，里海形成に関与できるようになると考えられた。 

青森県沿岸では，磯焼け場からの藻場回復にはキタムラサキウニの密度を 60g/㎡以下に

管理する必要が報告されている。このため，湯ノ島周辺での磯焼け場について，キタムラ

サキウニの現存量と磯焼けの回復に必要な駆除量の調査，及び，カゴ漁具などを用いた効

率的なウニの駆除方法の検討が必要と考えられた。また，駆除したキタムラサキウニを養

殖に供する場合，陸上養殖であれば海水が取水しやすい海岸に面した土地の確保が，海面

養殖であればウニ養殖に適した静穏域の確保が求められる。しかし，浅虫には海岸に面す

る土地が狭隘であり，また，海面の静穏域が船溜まりやその周辺に限られる。このため，

今後，磯焼け回復を目的に多量のウニを陸上または海面で養殖する場合，リゾートである

浅虫に留まらず近隣の「漁村」との連携が課題の一つに考えられた。 

 

④【漁村の里海づくりモデル事業（青森県東津軽郡蓬田村)】 

1.目的 

魚介類の資源回復と漁村の脱炭素化対策のため，漁業者によるアマモ場づくりのモ

デルを構築し，持続可能なアマモ場づくり活動の実現のため，Jブルークレジットの認

証を受け，活動モデルの構築に取り組む。そして，自然共生サイトに登録することで，

サイトで漁獲された魚類，ホタテ及びナマコのブランド化を目的とする。 

 

2.事業計画 

蓬田村沿岸部において（図 88），当初 Jブル

ークレジットの認証及び自然共生サイトの申請

を検討するためにアマモ場保全海域におけるア

マモ場の面積の測定調査，乾燥重量調査，アマ

モ場保全海域における生物調査及びアマモ場造

成活動として，スゲアマモの花枝採取，種子播

種事業を行う予定（表 14）でいたが，青森県の

ブルーカーボン創生事業により蓬田村沿岸部で J

ブルークレジットの認証に着手することとな

り，本モデル事業ではアマモ場の面積の測定調

査，乾燥重量調査は行わないこととなった。し

かし，同協議会員の NPO法人あおもりみなとク

ラブ及び志田内海株式会社はあおもり駅前ビー

チでの Jブルークレジットの認証受けた経験を

活かし，その事業をサポートすることとし，つ
図 88 蓬田村沿岸部 
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いては自然共生サイトの申請に向けて，アマモ場保全海域における生物調査及びアマ

モ場造成活動として，スゲアマモの花枝採取，種子播種事業を行うこととした。よっ

て，当初の計画から変更が生じた。事業の実施工程について表 15に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 14 漁村の里海づくりモデル事業当初のスケジュール 

表 15 漁村の里海づくりモデル事業実施工程 
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3.事業報告 

3.1 アマモ場保全エリア（自然共生サイト候補地）の生物調査 

3.1.1 目的 

蓬田村町漁業協同組合では，ナマコ資

源とアマモ場の保全を図るため，水深 7m

以深の沿岸について，ナマコ桁曳漁業を

禁止している。ナマコが高密度に生息す

るアマモ群落で桁網を曳網して操業する

ため，アマモ群落を破壊する。このた

め，桁曳禁漁区では，桁曳操業区に比

べ，一般に濃密なアマモ群落が認められ

る。今回，漁業者から瀬辺地漁港から南

側に約 5.5km（図 89）にかけて桁曳禁漁

区がアマモ場になっていると聞きつけ，

このエリアを自然共生サイト候補地とし

て生物多様性の効果を確認するために，

生物調査を行なった。 

 

3.1.2 調査方法 

潜水調査：調査地点 1,2（図 89）においてスクーバー式潜

水による，目視観察及び写真撮影。 

カゴ調査：W：2m，D：1m，H：1m のアイナメカゴ（図 90）

を用い，数日間，蓬田村瀬辺地漁港の南部のアマモ場内に

設置し（図 89），カゴに入った水産動物について観察し

た。 

 

3.1.3 調査日 

潜水調査 

2024年 8月 28日 

カゴ調査 

1回目 カゴ設置日：2024年 10月 2日，カゴ回収日：11月 6日 

2回目 カゴ設置日：2025年 11月 6日，カゴ回収日：12月 14日（カゴ消失） 

3回目 カゴ設置日：2025年 1月 15日，カゴ回収日：2月 1日 

 

 

 

 

 

図 89 自然共生サイト申請候補地 

図 90 アイナメカゴの様子 
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3.1.4 調査結果 

潜水調査 

調査地点 1の様子を図 91に示した。密生したアマモ場が確認され，幼魚も確認された

が写真からは魚種が判別できなかった。 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

調査地点 2の様子を図 92に示した。密生したアマモ場が確認され，カワハギ，

マダイの幼魚及びキュウセンが見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 91  調査地点 1のアマモの様子 

図 92 調査地点 2のアマモと魚類の様子 
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カゴ調査 

１回目に水揚げされた水産動物の様子を図 93に示した。水産動物については 10種

類の魚類，甲殻類,棘皮動物及び貝類が確認された（表 16）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 93  カゴ調査の１回目に水揚げされた水産動物の様子 

表 16 1回目の調査で確認された水産動物 
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2回目のカゴは消失してしまい，3回目に水揚げされた水産動物の様子を図 94に示

した。水産動物については 4種類の魚類，甲殻類が確認された（表 17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 94 カゴ調査の 3回目に水揚げされた水産動物の様子 

表 17 3回目の調査で確認された水産動物 
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3.2 アマモ場造成活動（スゲアマモ花枝採取，保管） 

3.2.1目的 

 青森市あおもり駅前ビーチ，浅虫沿岸部及び蓬田村沿岸部において，スゲアマモの保全

活動をするために，各々の海域に種子を播種するため花枝を採取，収集し，保管する。 

 

3.2.2 方法及び結果 

 2024年 7月 3日にスクーバ式潜水により，野辺地町十符ヶ浦海水浴場地先（図 95）にて

スゲアマモの花枝を採取した（図 96）。採取した花枝は 100本程度１つのメッシュ袋に入

れて 8袋（800本）回収した（図 97）。保管は 2袋をあおもり駅前ビーチに，6袋は野辺

地町漁協の漁業者の船小屋にて保管した（図 98）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 95 野辺地町十符ヶ浦海水浴場の様子  

図 96 スゲアマモを採取，回収，保管している様子  
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3.3 アマモ場造成活動（スゲアマモ種子播種） 

3.3.1 目的 

アマモ場保全海域に，アマモ場を造成させるためにスゲアマモの種子を播種する。 

 

3.3.2 方法 

スゲアマモの種子は 2024年 7月に野辺

地町十符ヶ浦海水浴場から採取した花枝

から選別したものを用意した。環境にや

さしい紙粘土を縦：5cm，横：3cm，高

さ：2cm 程度に切り分け，種子を 50 粒入

れてから，団子状にしたものを 38個用意

し，別調査で判明したアマモ場の生育被

度の低い海域（図 99）に漁船から投げ入

れた。 

この方法を採用したのは，漁業者及び

地元住民らが手軽にアマモ場の保全活動

に参加できるようにするためである。 

スゲア モ花枝 

図 97 採取したスゲアマモ花枝の様子  

図 98 駅前ビーチと野辺地町漁業者の船小屋に保管される花枝の様子   

図 99 スゲアマモ種子播種した海域  
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3.3.3 取組状況 

 取組の状況を図 100に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.4 Jブルークレジット申請支援 

  本モデル事業において，Jブルークレジットの認証申請をすることとしていたが，青森

県のブルーカーボン創生事業により蓬田村沿岸部で Jブルークレジットの認証に着手する

こととなり，本モデル事業ではアマモ場の面積の測定調査，乾燥重量調査は行わないこと

となった。しかし，同協議会員の NPO法人あおもりみなとクラブ及び志田内海株式会社

は，あおもり駅前ビーチでの Jブルークレジットの認証受けた経験を活かし，その事業を

サポートすることとし，アマモ場面積調査，アマモの乾燥重量調査，申請書作成，クレジ

ットの購入者の調査について，支援した結果，2024年 12月に蓬田村漁業協同組合を主体

とし，J ブルークレジットの認証にいついて申請することができた。 

 

4 今後の課題、取組方針 

【Jブルークレジットの認証申請】 

 本事業では青森県のブルーカーボン創生事業の J ブルークレジットの認証申請に向けて

の調査同行や申請書作成を補助し，蓬田村の沿岸部瀬辺地漁港南側の海域にて J ブルーク

レジットの認証の申請をすることが出来た。 

【自然共生サイトへの登録に向けて】 

本年度，Jブルークレジットの認証のアマモ場とほぼ同海域において，里海づくりとして

瀬辺地漁港南側を自然共生サイトの申請候補地とし，自然共生サイトの登録に向けて目処

がたったといえる。里海づくりとしてナマコと相性がいいスゲアマモの播種及び生物調査

（モニタリング）を行なった。しかし，生物調査はまだ不十分と考え，季節毎の生物を調

査する必要がある。また，潜水調査では濁りなどにより，確認しにくい魚類もあるため，

図 100 蓬田村の漁業者の取り組みの様子  
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アイナメカゴを用いて行うことが望ましいと成果が得られた。また，海草についてはアマ

モを確認したが，海藻についても詳しく調査する必要がある。引き続き，里海づくりとし

て，アマモの生息被度が低い海域において，アマモの造成活動を続けていく。特にナマコ

との相性がいいスゲアマモの造成を図りたいが，蓬田村沿岸部浅瀬にはスゲアマモ場は少

ない。一方，近隣の平内町，野辺地町には広大なスゲアマモ場を確認しており，本事業に

おいても花枝を採取し，種子を播種することができた。今後も連携を図り，取り組んでい

きたい。また，次年度からは蓬田村漁協の空いている陸上水槽を活用し，スゲアマモの種

子から種苗を生産し，移植する取組も行っていきたい。 

【藻場の磯焼け対策】 

 蓬田村漁協では，磯焼け対策として，キタムラサキウニの駆除を行っている。駆除した

ウニは地域資源の一つとして考えられるが，身入りも少なく売り物にいならないため廃棄

しているため，もったいない。そこで，本事業において，「リゾート地」青森市浅虫で検

討した地ビール製造工場にて発生する大麦麦芽酒粕を利用した，キタムラサキウニの養殖

を参考に蓬田村においても展開したい。蓬田村及び近隣市町村から排出される廃棄食品か

ら，静穏性が高い漁港内にて海面養殖試験及び漁業者の空いている陸上水槽を活用し，陸

上養殖試験を実施し，地域と地域が連携した取組を行い。養殖されたキタムラサキウニは

蓬田村圏内でも販売するが，餌の出どころの場所でも販売したい。そして，地域資源と地

域資源が連携し，廃棄されるものを利活用し，地域と地域が連携した里海づくりのモデル

事業となりたい。 
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5 総括（まとめ） 

【里海づくり①（アマモ場の保全）】 

 「まちなか」（青森市駅前ビーチ），「リゾート地」（青森市浅虫）及び「漁村」（蓬

田村）にて里海づくりのモデル事業として，スゲアマモの栄養株移植及び種子の播種に取

り組んだ。各々の海域にはスゲアマモ場は少なく，近隣の平内町及び野辺地町から栄養株

及び種子をつくる花枝を採取し，移植及び播種に取り組むことができた。このように，ス

ゲアマモの資源が豊富なところから少ないところに補填していく連携が必要で，このこと

から，一つの地域では，陸奥湾における里海づくりを続けることは厳しく，地域と地域が

連携し，取り組んでいくことが重要だと分かった。また，里海づくりを陸奥湾全体に広げ

ていくために，外ヶ浜町，平内町，野辺地町，横浜町，むつ市の行政機関及び漁業者に聞

き取りをし，各々の考えを聞き，陸奥湾全体でアマモ場の保全による里海づくりに取組，J

ブルークレジット認証及び自然共生サイトへの登録における CO2吸収及び生物多様性の向上

に貢献し，陸奥湾の自然を保護していく（図 101）。 

   

【里海づくり②（藻場の保全，磯焼け対策及び地域資源の活用）】 

本事業では，「リゾート地」（青森市浅虫）において，藻場の磯焼け対策として駆除

した身入りの悪いキタムラサキウニを同地域のクラフトビールメーカーである蛍火醸造

から発生したビール粕を，給餌し，飼育した。この結果，活発摂餌行動が認められ，身

入りも良くなり，呈味試験の結果，提供方法について考慮する必要があるが，観光客な

どに提供できると考えられた。今後，この手法による採算性を検討する必要がある。 

また，里海づくりのため，多量のキタムラサキウニを養殖する場合，餌料も多量に要 

するが，「まちなか」の食品小売業者からは，毎日，大量の食品が廃棄されている。 

本事業調査では，「リゾート」，「漁村」，「まちなか」でそれぞれ里海のモデルづ

くりに取り組んだが，磯焼けの場は「リゾート」と「漁村」に，ウニの餌料となるビー

ル粕や廃棄食品は「まちなか」と「リゾート」に，ウニの陸上・海面養殖の場は「漁村」

にそれぞれ多く存在する。したがって，これら 3 つの地域が交流し，それぞれの地域資

源を有効に活用することで，各地域が効率的に里海づくりに取り組むことができる。今

後，陸奥湾藻場づくり協議会の活動を通じて，3地域の交流による藻場づくり活動に取り

組みたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 101 陸奥湾の里海づくり連携イメージ  


